
２０１４．４．１ルール改訂対応

１．担当する試合のＴＯについて全責任を持つ。

２．審判、ＴＯチームとのコミュニケーションをとり、円滑にゲームが進められるように心がける。

■スコアラーとアシスタントスコアラーに対して

■タイマーに対して

■30秒オペレイターに対して

③ボールを保持してい

たチームから相手チー

ムの保持に切り替わる

ときのリセットの判断が

正しいか。

②　ボールがシューターの手

から離れ，バスケットに入る

かリングにふれたときはリ

セットし、リングに触れなかっ

た時は継続の判断ができて

いるか。

　リセットする場合

の５事例、継続す

る場合の４事例に

ついて正しく行われ

ているか確認。

①　ゲームクロックのス
　タート、ストップが正し
　く行われているか。

②　スタート、ストップの
　タイマーの合図が正し
　く行われているか。

③　タイムアウトの
　５０秒、６０秒の合
　図が正しく行われ
　ているか。

④　各時限の終わりの
　ブザーを正しく鳴らして
　いるか。

　試合前に、新ルー

ルにおける30秒計

のリセットと継続の

違いが正しく理解で

きているか確認す

る。

②　プレイヤーファウル
　の回数とチームファウ
　ルの回数があっている
　か

③　プレイヤーファウ
　ル５回目の合図が
　素早く行われてい
　るか

④　チームファウル４回目
　の合図が素早く行われ
　ているか

⑦　スコアシートにおかしなところがあっ
　たり、一方のチームから疑義の申し出
　があった時は、ゲームクロックが止めら
　れている時に、審判に知らせる

⑥　矢印(ポゼショ
　ン・アロー）の取
　扱が正しく行わ
　れているか

⑤　タイムア
　ウトの請求
　と合図が正
　しく行われ
　ているか
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ゲーム中の確認事項

①　スコアボードの得点
　 とランニングスコアの
　得点があっているか

・３０秒計のス
　タートとストッ
　プが正しく行
　われている
　か。

コート内の選手

がボールを保持

した時からはか

り始める。
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①　シュート
が成功した後
のリセット、ス
タートの判断
が正しいか。

ﾀｲﾑｱｳﾄの計測のみ	
 
ｽﾄｯﾌﾟｳｵｯﾁを使う	
 

●勝敗を左右します。タイムインの判断を正確に。	
  
　「コート内の選手がボールに触れた瞬間	
 
　　にスタート。」	
 
　緊迫した場面では、声に出して確認。	
 

ﾃﾞｼﾞﾀｲﾏｰのﾌﾞｻﾞｰでは
なく、別に用意したﾎｰ
ﾝを使う	
 

ベンチからの請求が遅
れた時など、請求の認
否について明確な指示
を出す。	
 

全てを同時に確認するこ	
  
とは不可能なので、	
  
①その瞬間の重要度	
  
②子ども達の習熟度、	
  
等を見て、確認のポイン	
  
トを定める。	


試合が動いている時は、
主に、タイマー、30秒オ	
  
ペレイターのスタート、	
  
ストップの正確さを確	
  
認する。	


試合が止まり余裕のあ
る時、スコアシートの
記入が正確に行われ
ているか確認する。	
  

試合が止まった瞬
間、動き始めた瞬
間に、時計に目が
いく習慣をつける。	
  

ｹﾞｰﾑｸﾛｯｸと違い、ﾎﾞｰﾙに
触れただけではｽﾀｰﾄしな
い	
 

もっているボール

がたたき落とされ

たり、パスしたボ

ールが相手チーム

にふれたりしても、

チームとしてのボ

ールの保持は終わ

らない。	
 
ＴＯマニュアル参照	
 



◎試合開始前

◎試合開始
１．ＴＯチームの試合開始のあいさつは、座ったまま行い、試合開始に備える。

２．オルタネイティブ・ポゼション・ルールの矢印は上に向けておく。

●第1クオーター(6分）とクオータータイム(1分）

●第2クオーター(6分） １．スローインが終わったら矢印の向きを反対にする。

◎ハーフタイム(5分）

→ → →

●１分前

→ → →

●第3クオーター(6分）とクオータータイム(1分）

●第4クオーター(6分）と試合終了

ゲームの流れとチェック項目

①　ＴＯ
　チームの
　役割を確
　認する。

②　試合開始10分前ま
　でにＴＯチームを席に
　着かせ、用具の点検
　や操作方法を確認す
　る。

③　３分前
　・ブザーを１回鳴
　らし、３分前を告
　げる。

④　１分前
・ブザーを１回鳴らし、１分前を告げる。
・先発メンバーの登録をする。(原則として、
　チームＡ(白）が先）

①　ジャンプボール
　のタップ後、ボール
　を保持したチーム
　が攻める方向の反
　対方向に矢印を向
　ける。

②　ジャンプボールシチュ
　エーションになったとき
　は、矢印に手をかけ、ス
　ローインが終わったら
  矢印の向きを反対にす
　る。

①　第１クオ
　ーター終了
　後、ただち
　にメンバー
　の登録をす
　る。

②　第１クオ
　ーターの得
　点を確認す
　る。

③　１分でブザー
　を鳴らす。
　（クオータータイ
　ムの終了）

①　第３クオー
　ター終了後直
　ちにメンバー
　登録をする。

②　ベンチからの「同じで
　す」の言葉の登録は認め
　ない。必ず整列し、選手登
　録をする。

③　第３クオ
　ーターの得
　点を確認す
　る。

●３分前

　ブザーを１回鳴
　らし、３分前を告
　げる。

①　ブザーを１回
　鳴らし、１分前
　を告げる。

②　メンバーの登録をす
　る。(原則として、チーム
　Ａ(白）が先）

③　選手登録後、（３クオーターまでに）１０人の
　選手が出場しているか、３クオーター連続で出
　場している選手がいないか確認する。

①　両チームとＴＯ席のスコアシート
　を確認する。合わない場合は、審
　判に判断を仰ぐ。
　　(決定権限は主審の任務であり、
　　　ＴＯ主任ではない）

②　矢印の向きを、審判に
　方向を変えることを告げ
　てから反対にする。

③　スコアボード
　のチーム名を
　入れ替える。

④　１分でブ
　ザーを鳴ら
　す。

①　スローインが
　終わったら矢印
　の向きを反対に
　する。

③　副審、主
　審の順でサ
　インを求め
　る。

④　ＴＯ用具
　の整理をす
　る。

②　Ａスコアラー、タイ
マー、 ３０秒オペレイ
ター、スコア ラーのサ
インを確認する。

①　スコアシートに記入
 漏れがないか確認する。
 最初に得点を決定させ
 た後、他の項目をチェッ
　クする。

①　スローインが
　終わったら矢印
　の向きを反対に
　する。

★役割確認：アローの操作、
ブザーの操作、ストップウオ
ッチの操作等補助的役割も明

確にする。	
 


